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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ワーキングオフィスきらり 事業所番号 4312300132

住　所 熊本県宇土市城之浦町１０８番地９　１０２号 管理者名 松永　奈未

電話番号 0964-22-3317 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

連携先企業名 株式会社小山商会 担当者名 白井　裕己　様

＜活動場所＞

株式会社小山商会 工場内

＜実施日程＞

令和4年7月1日～令和5年３月31日

＜実施した生産活動・施設外就労の概要＞

リネンの仕分け作業・その他付随する作業

＜利用者数等＞

1日5名程度

＜地域連携活動のねらい＞

地域の企業と連携し、人材不足を解消しながら障がい者

でも地域貢献が出来る。

＜地域にとってのメリット＞

地域及び企業様の人材不足の解消、さらに地域と障がい

者とが共に働き差異のない地域を作り上げる。

＜対象者にとってのメリット＞

リネンの作業を通じて、何より仕事の充実感を感じられ

る。そこで仕事に対しての責任感や達成感を養い、一般

就労へつなげることができると思われる。実際に小山商

会様に就職したい利用者も現れています。

＜実施した結果＞

地域・企業様にとって、わずかではあるが人材不足が解

消しつつある。

＜得られた成果＞

徐々にではあるが、利用者さんの働くスキルが向上して

いる。

＜課題点＞

もう少しコミュニケーションが取れれば…と思う。

＜連携した結果に対する意見または評価＞

一口で障がい者と言っても様々な個性があるものだと思います。当初、作業をしていただくのに不安はありまし

たが日を追うごとに作業性もアップしてきているようです。これからもさらにコミュニケーションをとりなが

ら、大切な人材として協力していただきたいと思います。

＜今後の連携強化に向けた課題＞

作業が増えて来た場合、人員増加をお願いしさらに事業拡大・信頼関係を築いて行けたらと思います。

＜成果＞

＜目的＞

連携先の企業等の意見または評価

＜活動の様子の写真＞            

＜成果物の写真＞

＜活動内容の追加コメント＞

工場内は、夏は暑く冬は寒い環境だが、体調管理を行い

業務に差し支えないよう利用者さん個々が注意してお

り、チームワークをとって業務遂行している。

別 紙


